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１１
月
１３
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
営
業
職
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
４

人
が
、
仕
事
の
醍
醐
味
や
営

業
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
で
後
輩
に
伝
え

た
∥
写
真
。
約
２
３
０
人
の

３
年
次
生
が
参
加
、
説
得
力

の
あ
る
先
輩
た
ち
の
体
験
談

か
ら
「
営
業
職
の
魅
力
」
を

感
じ
た
様
子
だ
っ
た
（
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
㈱
山
田
純
平
さ
ん

の
「
校
友
を
訪
ね
て
」
５
面

に
掲
載
）。

昭
和
を
代
表
す
る
政
治
家

の
一
人
、
川
島
正
次
郎
は
、

母
校
・
専
修
大
学
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
。

大
正
９
年
の
「
大
学
昇
格

運
動
」
で
は
、
校
友
実
行
委

員
と
し
て
奔
走
。
昭
和
２７
年

に
は
理
事
・
評
議
員
に
就

任
、
以
後
、
亡
く
な
る
日
ま

で
理
事
長
・
名
誉
総
長
・
総

長
と
し
て
、
総
合
大
学
へ
大

き
く
変
貌
を
遂
げ
る
専
修
大

学
を
主
導
し
た
。

同
展
示
は
、
「
今
あ
ら
た

め
て
伝
え
る
川
島
正
次
郎
の

魅
力
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

政
治
家
・
川
島
正
次
郎
の
生

涯
だ
け
で
な
く
、
教
育
者
と

し
て
、
戦
後
の
専
修
大
学
、

私
学
の
発
展
に
尽
力
し
た
元

総
長
の
姿
を
紹
介
し
た
。

ま
た
今
年
は
、
設
立
に
深

く
か
か
わ
っ
た
専
修
大
学
松

戸
高
等
学
校
創
立
５０
周
年
の

年

で

も

あ

り
、
川
島
が

理
事
長
・
名

誉
校
長
を
務

め
た
松
戸
高

校
に
つ
い
て

も
紹
介
さ
れ

た
。戦

後
の
大
学
改
革
で
活
躍

東
京
生
ま
れ
の
川
島
は
、

明
治
４４
年
、
専
修
学
校
専
門

部
経
済
科
に
入
学
、
経
済
科

の
学
生
と
し
て
、
創
立
者
の

一
人
、
田
尻
稲
次
郎
の
薫
陶

を
受
け
た
。
内
務
省
の
筆
生

（
文
字
を
書
き
写
す
こ
と
を

職
と
す
る
者
）
を
し
な
が
ら

大
正
３
年
に
卒
業
し
た
。

大
正
７
年
、
文
部
省
は

「
大
学
令
」
を
公
布
。
法
制

的
に
認
可
さ
れ
た
「
私
立
大

学
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な

る
。専

修
大
学
も
大
学
昇
格
を

目
指
し
、
大
正
９
年
、
在
校

生
・
校
友
が
中
心
と
な
っ
て

昇
格
運
動
を
始
め
る
。
当

時
、
原
敬
内
閣
解
散
を
ス
ク

ー
プ
す
る
な
ど
東
京
日
日
新

聞
（
現
・
毎
日
新
聞
）
政
治

部
記
者
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
川
島
は
、
在
校
生
の
熱
心

な
行
動
に
感
動
、
校
友
実
行

委
員
に
名
を
連
ね
る
。

運
動
の
結
果
、
創
立
者
で

あ
る
相
馬
永
胤
、
田
尻
稲
次

郎
も
大
学
申
請
手
続
き
を
行

い
、
大
正
１１
年
、
念
願
の「
専

修
大
学
」
が
誕
生
し
た
。

本
学
は
、
明
治
１３
年
創
立

と
い
う
、
私
立
大
学
の
な
か

で
も
長
い
歴
史
を
持
つ
大
学

だ
が
、
元
々
の
少
数
定
員
制

や
、
戦
後
の
新
制
大
学
の
増

加
な
ど
が
響
き
、
入
学
者
数

の
減
少
と
い
う
事
態
を
迎
え

た
。
こ
の
時
、
専
修
大
学
の

改
革
の
象
徴
と
し
て
、
理
事

長
に
迎
え
ら
れ
た
の
が
川
島

だ
っ
た
。

「
学
生
数
１
万
人
」を
達
成

そ
の
後
、
い
ず
れ
も
総
長

な
ど
を
務
め
た
相
馬
勝
夫
、

森
口
忠
造
も
役
職
に
就
き
、

３
人
を
中
心
に
教
職
員
・
校

友
・
育
友
が
一
丸
と
な
っ
て

専
修
大
学
は
大
き
く
変
貌
を

遂
げ
る
。

総
合
大
学
を
目
指
し
て
経

営
学
部
・
文
学
部
な
ど
新
学

部
を
次
々
と
設
置
。
キ
ャ
ン

パ
ス
の
整
備
や
、
体
育
会
の

充
実
が
図
ら
れ
、
昭
和
３９
年

に
は
念
願
の
学
生
数
１
万
人

を
超
す
大
学
に
生
ま
れ
変
わ

っ
た
。

亡
く
な
っ

た
年
の
昭
和

４５
年
、
最
後

の
出
席
と
な

っ
た
専
修
大

学
卒
業
式
で

の
総
長
祝
辞

は
、
卒
業
生

の
胸
に
し
み

入
っ
た
。

「
泥
に
ま

み
れ
た
著
名

人
に
な
る
よ

り
も
、
善
良

で
愛
と
親
切

に
徹
し
た
社

会

人

と

し

て
、
立
派
な

社
会
づ
く
り

に
参
加
し
て

ほ
し
い
」

学
術
、
体

育
の
分
野
で

優
秀
な
成
績

を
収
め
た
学

生
に
、
卒
業

に
あ
た
っ
て

贈

ら

れ

る

「
川
島
記
念

賞
」
に
そ
の

名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

川
島
の
寄
贈
基
金
に
よ
っ

て
「
川
島
記
念
学
生
表
彰
基

金
」
が
創
設
さ
れ
、
専
修
大

学
、
石
巻
専
修
大
学
、
専
修

大
学
北
海
道
短
期
大
学
の
学

術
奨
励
と
体
育
振
興
、
各
付

属
高
校
の
生
徒
の
学
術
奨
励

を
担
っ
て
い
る
。

政
治
家
と
し
て
№
２
貫
く

川
島
が
政
治
家
と
し
て
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
は

昭
和
３
年
、
３７
歳
の
と
き
。

以
後
、
公
職
追
放
期
間
は
あ

っ
た
も
の
の
、
亡
く
な
る
そ

の
日
ま
で
衆
議
院
議
員
と
し

て
国
政
に
携
わ
っ
て
き
た
。

戦
後
は
自
民
党
幹
事
長
、

副
総
裁
を
歴
任
、
党
内
調
整

能
力
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

口
ぐ
せ
は
「
政
界
一
寸
先

は
闇
」
。
政
治
家
と
し
て
ト

ッ
プ
で
は
な
く
、
常
に
�
ナ

ン
バ
ー
２
�
の
座
を
確
保
す

る
こ
と
を
心
が
け
た
。

ま
た
昭
和
３９
年
開
催
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
担
当
大

臣
と
し
て
、
新
幹
線
、
首
都

高
速
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
構

築
、
成
田
国
際
空
港
開
設
な

ど
都
市
整
備
事
業
に
も
力
を

発
揮
し
た
ほ
か
、
教
育
問
題

に
も
関
心
を
寄
せ
、
私
学
振

興
財
団
法
の
成
立
に
一
役
買

っ
た
。

専
修
大
学
発
展
の
功
労
者
、
川
島
正
次
郎
元
総
長
（
１
８
９
０
～
１
９
７
０
）
の

足
跡
を
た
ど
る
展
示
が
１１
月
６
日
開
催
の
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
と
「
鳳
祭
」

に
あ
わ
せ
て
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
学
生
や
卒
業
生
な
ど
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
っ
た
。
今
年
は
川
島
元
総
長
の
生
誕
１
２
０
年
・
没
後
４０
年
と
い
う
節
目

の
年
に
あ
た
る
。

企
業
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
は
得
ら
れ

な
い
情
報
を
先
輩
た
ち
が
伝

え
て
く
れ
る
講
座
が
１２
月
１１

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
∥
写
真
。
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
で
き
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

訪
問
と
し
て
毎
年
好
評
の
こ

の
講
座
に
は
約
３
０
０
人
が

参
加
し
、
先
輩
た
ち
の
ア
ド

バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
、
積
極

的
に
質
問
し
て
い
た
。
１８
日

は
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
る
。

※
２
０
１
１
年
に
行
わ
れ
る

企
業
研
究
講
座ｉ

ｎ
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ａ

、
地
方
銀
行

学
内
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い

て
の
詳
細
は

S-n
e
t

で
確
認
を
。

専
大
交
差
点
か
ら
専
大
通
り
に
出

て
、
右
手
２
本
目
の
路
地
を
曲
が
る

と
、
銭
湯
「
梅
の
湯
」
（
店
主
・
野

崎
伸
二
さ
ん
）
の
看
板
が
目
に
入

る
。
１１
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の
１
階

に
あ
る
神
田
神
保
町
唯
一
の
大
衆
浴

場
だ
。

「
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
す
か
？
」
。
の

れ
ん
を
く
ぐ
る
と
、番
台
の
若
女
将
、

野
崎
祐
子
さ
ん
か
ら
声
が
か
か
る
。

同
店
は
、
近
隣
在
住
の
「
入
浴
の

み
」
の
利
用
客
に
加
え
、
「
ラ
ン
ナ

ー
」
利
用
客
が
急
増
し
て
い
る
。
店

か
ら
皇
居
周
辺
の
竹
橋
ま
で
走
っ
て

数
分
と
い
う
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ

で
、
大
人
気
の
「
皇
居
ラ
ン
二
ン
グ

（
１
周
約
５
㌔
）
」
の
拠
点
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

特
に
企
業
の「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」と

さ
れ
る
水
曜
日
は
、
午
後
６
時
ご
ろ

か
ら「
皇
居
ラ
ン
ナ
ー
」が
次
々
や
っ

て
く
る
。
多
い
日
は「
入
浴
の
み
」客

と
あ
わ
せ
て
１
５
０
人
の
利
用
客
で

に
ぎ
わ
う
。
脱
衣
場
で
着
替
え
、
ロ

ッ
カ
ー
に
荷
物
を
預
け
て
ラ
ン
ニ
ン

グ
。
戻
っ
て
き
て
浴
場
で
汗
を
流

す
。
湯
温
４２
度
、
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
や

電
気
風
呂
も
備
わ
り
、
疲
れ
た
身
体

を
し
っ
か
り
癒
や
し
て
く
れ
る
。

「
走
り
終
え
て
す
ぐ
に
湯
船
に
つ

か
れ
る
の
が
い
い
」「
コ
ー
ス
か
ら
近

い
の
で
い
つ
も
利
用
し
て
い
ま
す
」

と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
に
着
替
え

た
笑
顔
の
女
性
ラ
ン
ナ
ー
２
人
。

今
、
千
代
田
区
の
銭
湯
は
５
店
。

内
風
呂
の
普
及
や
住
環
境
の
変
化
で

利
用
客
が
激
減
、
都
内
の
銭
湯
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
同
店
も
例
外
で

は
な
か
っ
た
が
、
転
機
は
２
０
０
７

年
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
。
以
前
か
ら
ラ

ン
ナ
ー
の
利
用
は
あ
っ
た
が
、
こ
こ

で
一
気
に
ブ
レ
ー
ク
し
た
。

す
ぐ
そ
ば
に
専
修
大
学
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
。
「
専
大
生
も
た
く
さ
ん
見

え
ま
す
。
特
に
学
園
祭
の
季
節
に
な

る
と
、
準
備
で
泊
ま
り
込
み
に
な
る

よ
う
で
。
銭
湯
が
近
い
の
は
、
う
れ

し
い
で
す
よ
ね
」
と
祐
子
さ
ん
。

創
業
１
０
０
年
を
超
え
る
。
浴
場

の
壁
一
面
に
富
士
山
が
描
か
れ
、
天

を
突
く
煙
突
を
持
つ
伝
統
的
な
木
造

店
舗
か
ら
０１
年
、
現
在
の
近
代
的
な

姿
に
変
わ
っ
た
。

「
お
年
寄
り
と
ラ
ン
ナ
ー
が
す
ぐ

仲
良
く
な
る
。
銭
湯
は
そ
う
い
う
と

こ
ろ
よ
」
と
３
代
目
女
将
の
英
子
さ

ん
。
湯
け
む
り
に
響
く
笑
い
声
。
都

心
に
い
る
こ
と
を
一
瞬
忘
れ
て
し
ま

う
「
梅
の
湯
」
だ
。

※
梅
の
湯
∥
東
京
都
千
代
田
区
神

田
神
保
町
２
―
８
―
２

☎
０３
（
３

２
６
１
）
５
８
９
７

午
後
３
時
か

ら
午
前
１
時
（
祭
日
午
後
１１
時
）
ま

で
。
日
曜
休
み
。

営
業
職
の
魅
力
を
徹
底
追
求

��１７

▲ 直筆の書も展示された

梅 の 湯

▲ 番台で野崎祐子さん

皇居ランナーに人気 ビルの狭間で〝裸のつきあい〟

活活
用用
しし
よよ
うう
！！

就就
職職
課課

専修学校時代の

川島正次郎

現
場
の
生
の
声
を
学
内
で
聞
く

▲ 多くの卒業生らでにぎわった川島総長の展示

▶

「
梅
の
湯
」
前
で
準
備
運
動
す
る
女
性

▶

川
島
総
長
を
囲
ん
で
、
相
馬
勝
夫
学
長
（
右
）
と
森
口

忠
造
理
事
長
（
左
）
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
昭
和
４５
年

川島 正次郎専修大学元総長
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